


仕様書

１　業務名
　　被爆樹木モニタリング等業務

２　業務の目的
　　本業務は、取り巻く環境が異なっている個々の被爆樹木について、樹木の専門家による樹勢診断及び個別の管理方法の策定を行い、診断カルテを作成するとともに、樹木管理者からの求めに応じ、管理方法等について助言を行う業務を委託するものである。

３　委託期間　
　　契約締結の日から令和９年３月３１日

４　業務内容
1 被爆樹木モニタリング
ア　現況調査、樹勢診断
指定する１１６本の被爆樹木について、現況調査、樹勢診断を行う。（対象樹木については「対象樹木一覧」を参照）
　　イ　調査、結果の整理
　　　　調査結果は別紙１～１０を用いて作成し整理する。
　　　　・調査対象の位置をプロットした位置図
　　　　・調査対象を記録した写真
　　　　・調査項目に沿ったデータ
ウ　調査結果の分析・カルテづくり
　　　　整理した調査結果から、個々の被爆樹木のカルテを作成する。カルテ作成に当たっては、作成後、樹木管理者にカルテの内容を示すことを考慮し、定期剪定の方法など管理についての留意点等も含めるようにする。また、次年度以降も定期的な現況調査が必要であり、樹木ごとに調査の必要頻度について分類する。
2 樹木管理者への助言
樹木管理者からの求めがあった場合、本業務の実施時又は随時（延べ７回程度を想定）に現地で管理方法等についての助言を行う。

５　調査員
⑴　一般財団法人日本緑化センターにより認定された樹木医の資格を有する者が調査員となり、調査対象である樹木について、直接現地に赴き調査をすること。
3 　調査員については、一般財団法人日本緑化センターにより認定された樹木医の資格がわかるものを提出すること。


６　提出する成果品
1 報告書（Ａ４又）１部
４⑴で調査・分析した内容をまとめて報告書を作成し、提出する。
2 報告書の電子データ（ＣＤ又はＤＶＤ）１部
報告書作成の際に用いた図や写真を含む。なお、ファイル形式については発注者と協議の上決定す
る。また、カルテのデータについては樹木管理者に提供することを考慮し、樹木ごとにファイルを分けておくこと。

７　その他
1 本業務の成果物の著作権は全て発注者に帰属するものとし、発注者の承認を得ずに他に公表し、又は
貸与してはならない。また、以後、発注者が成果品の本旨をゆがめない範囲で変更等を行っても、受注者は異議を申し立てないものとする。
2 本業務の遂行に当たっては、発注者と密接な連携を取りながら進めるものとし、疑義が生じた場合、　
双方協議の上で決定するものとする。
⑶　現場の内外を問わず、受注者の責任により第三者の安全を確保すること。必要がある場合は、受注者負担により、各種養生、車両誘導員、その他必要な措置を講ずること。
また、受注者は、その責めに帰すべき理由により、第三者に損害を与えたときは、その損害を賠償しなければならない。
⑷　騒音、飛散物、通行障害、作業時間など、近隣に配慮して作業を行うこと。必要がある場合は、受注者負担により、各種養生、誘導員、工程調整、その他必要な措置を講ずること。
⑸　業務の実施に当り、関係する法令を熟知のうえ行うこと。また、道路使用、道路占用、その他関係官庁との手続きの必要がある場合は、受注者負担によりこれを行うこと。
⑹　本業務における個人情報の取扱いについては、｢個人情報取扱特記事項｣に定めるところによる。
